
4．年齢  

ン医師については50歳以上  

が84．15％を占めている。  

・研究班の調査は、医師について  
は40～49歳が37．1％（898  
名）、50歳以上が38．3％（928  
名）となっている。  

5．管理者t勤務医の別【医師】   
管理職の別【看護恥員】  
I‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾，  

：ン医師については、管理者・  
：理事長が約8割を占めてい  

：であった。  
l  

■■ ■■■ ■l■ 一 一 ●－ － ■ － ■■ ■■ － － ■  ＿＿＿＿＿l  

6．主たる診療科【医師】   
所属する診療科【書経職長】  
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一
 
 

l‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾■‾  

：ン医師、看護職員ともに、  
：内科系が5割を超えてい  

：る。  
l － t■ ■－1－ ■■ － ■■ 一 一l・■■ ■■ － ■■ ■■■ － － ■1－ ■■  

7．厚生労働科学研究班の桐査  
対象にも選ばれ、回答したか。  
l－一一－－－－－－－－」－－－－－－－－－ 

1  

：ン医師114名、看護職員17：  
：5名が、両方の調査に回答し：  
：ていた。  
一  

I   

L ＿．＿ ＿ ＿ －－ ■ ■■ ●■ ■ ■ － ■■ － － 一 一 ■－ －■－ 一一   



「現在看準職員が実施している」30％超降順リスト  
（医師回答）  

日医調査  研兎政調査  

各医療処置卑目  択押登  應廟回答     靴乳儲琴   

稟 77．7％   70．   

宰 76．6％   63．8％   

妄∴蛮… 
66＼1％   63．0％   

き…∴ン‡ニ∴：こ 
・l％   66．1％  

68  創部洗浄・消轟  56．9％   57．4％   

手術時の臓器や手術器械の把持及び保持（気管匂川鵬の小手術助   
岳ご 1．   16．1％  

ネ  156  下剤（生薬も含む）め選択・使川   50 12J4％   

‡‡筆： 13  造影剤使用検査時の造影剤の投与   49．6％   31．6％   

ざW号象r票攣誉や  168  創傷被覆材（ドレッシング材）の選択・使用   帝．5％ 胴・4％  

3tl  感染症検査（インフルエンザ・ノロウイルス等）の実施   44．9％   4．   

をミ…二1鉦・．‡‡う 樟憂’ゝ∴J痍，J．  188  日々の病状、経過の補足説I猟場憫をかけた説明） 44．8％   43．亭％   

十阜笹攣㌣∵  l40  ネ防接秘め実施   43J7％   40．3   

㌧∵㌣ヾ∵十1ぐ  I67  外用燕の適択・使用   43．7％   37．0％  

1由  解熱剤の選択・使用 42．6％   37．1％  

126  手術時の鱒器や手術器械の把鱒及び鱒持（手術の節′・瀾∴助手）   42．3‰   10．8鱒  

162  鋲痛剤め選択・政畑   叩．0％   34．9％   

さて1㌍◆∴Jてプ芯、㌔1h′愛  196  患者・家族・医療従事者教宵   39．7％   朋．3％   

’ 
熱わず、加さ「′エ弔こヤ 

39．2％   41．9％  

鱒  手術執刀までの準備（体位、消毒）   38．0％   2年．6％  

169  睡眠剤の選択・使用   37．4、％   31冶％  

1‖  経野栄養月押）閂管の挿入、入れ俸え   36．3％   23．9％   

ゝ′、て警篭丸首り：′≠  160  制吐剤の選択・使用   35．7％   30・6   

…ミミ‡≠憂㌢：ぞ l 35・1％   63．4％ 

、161  止胸剤の選択・使用   33」4％   26．2鱒   

誓好1  写7  微生物学検査の嚢施：スワプ法  33．3％ 39・7％   

緑芽上  159  整腸剤の選択・使用   32．2％   23．5％   

135   心肺停止息者∴の気遣確保、マスク換気   32．0％   40．箪   

≡三瀬；．  157  同輩：制酸剤の選択・使用   3】．0％   19．7％   

料；享ニ  158  腎炎：阿東腹廃護剤の選択・使用   30．5％   20 

※r現在書購職員が実施しているJ割合＝「現在春雄♯艮が実軌／（「現在看膳欄眉が美軌＋「現在看僧職鼻以外の♯種のみが実施J）  

（研究班と同様の算出方法）  

3   



看護職鼻  が実施し  ている」く30・％超  降順リスト  

（看護職員回答）  

日医調査   研究班鯛査  

各翠         療処置項目   ・ニ惑   夢二看護師回答   

H  103  尊尿・留    閏カデー⊥テルの挿入の実施  88．1％   86．5％   
2  13∠l  末梢血管静脈ルートの確保と輸液剤の投与  86．9％   77．1％  
3  28  】  2誘導心電      査の実施   国   7′l．9％ 66．7％   
4、  132  低血糖時のプ      ケ糖投与  72．0％   81．2％   
5．′  ほ6  下剤（坐英も含む）の適       択・佐川  63．3％   63．1％ －   
6′  168    り似被覆材（ドレッシング材）の選択・使用  63．3％   73．爛   
7′  68、  魚措   i洗浄用   て1て Jり；  62．5％   65ニ6％ 

8  】67、  外用薬の選択・使用  58．1％   57．8％ 
9、  196    王者・家族・！    宴療従刃     守   57．7％   78醜  
10L  13  造影剤使川検査岬のj       影  剤の投与・   56．2％   31．2％   
田  16：j  角材   1の選択    吏用  56．1％   580％   
1ノ2ノ  162  凶  蜘摘りの選択・恍川  55．0％ 572％   
13  l：i5  心細   ．l  ：心甘への気もぅ    確保、マスク換気  54．5％   66．0％   

14’  116  拘束の悌    始と角   余の†ドl  沖  53．7％   59．5％   

15  Ⅷ  糸椚   兼川の    管のf  人  、入れ椿え   52．9％   35．3％   
16  3l  感官ノ   検査（インフルコニン      サ・ノロウィルス等）の失地 ′   5Ⅰ．7％   ′16．3％   

17  16！）  l  珊1捕りの選択・仙川  51．6％  527％   
18  160－  打 n    の  選択・使用  50．9％   53．9％   
19  】10  J◆・tり   椰の黒地  50．0％   ノ19．0％   
20  用l  【  二納剤の選択・仙川  19．3％   51．1％   
2ト  15リ  櫓腸剤の選択・恍什l  ′■t8．3％   ′18．7ウも   

22  I27  f術時の    臓諾  昔や手術器械    の把持及び保持（気管切開等の小手術助   ′18．3％   13．6％  

23  】88    々のメl一   伏、経過の補虻     岬“岬刑をかけた説明）   18．2％ 590％   
24  157  ■l！J或   測轍却   の選川・恍J、1  ′17．2％   ′1／1．7％   
26  t58  関頭   初  i膜保   乳剤の選択・恍川  16．′1％   小1．′1％   

26  17t  招  一亡不安薬の選択・桃川  ′一12．6％   イl．2％   
27  102  導庚   ノJ  主力テーーテルのIl     及び抜ムの決定   ′1暮．7％   53．8％   
28  125  手術執ノ」までの準備（体       ●位  、消l！j）   ′10■ニ4％   26．7％   

29  I70  抗半i   病燕の遇    細く・恍J  J  10．3％   39．4％   

30  126  手術   嘩〝  臓骨  や手術器械    の把持及び保持（手術の第・・第∴助手）   10．3％   85％   
31′  187  ー防閤   看護の必要    享竹三の，I…  析、依頗  39．6％   66．1％   

32  17ri  配  り≠  杓な輸液：糖質輸液、      電解矧輸液の選択・恍川   39．0％   27．7％   
33  67′  浣腸の尖    施の決定  38．6％   56．8％   
3く4  ：享7  微′ヒ物学検三     の実施：スワゾ法  37．6％   ′10」6％   

35  137  ．l  液透析・    D  ‥丁の楳イ1    ・月！   37．4％  」7．9％   

36ニ  tll  臨  定  健診などの触康．珍査の突施       37．2％．  l′1．2％   
37－  口  動脈ラインからの採血  36．7％   52′1％   

38  I97  粟牒   への食斗    吋旨導依頗（既存叫●旨ホ内容で）  36．6％   35．′1％   
39  172  ネブライザーーの      始、使用葉彼の選択  36．5％   36．0％   
40  182  硬膜   外チュ⊥′－プからの勉     虻  剤の投与（没勺・挽の調盤）   36．3％   18．8％   

41  165  抗けいれん燕（      児）の迦‡   尺・使用   34．6％   36．7％   
42  －166  インフルエンザ粟の選択・イi        吏川   34．3％   30．2％   

43  5ti  腋剥弦′・ノ・の槻始、小止、投与抽の鯛腰の判断  33．8％   ・18．5％  
44  ‖H  安嗣     動や・   紬齢跡  即  柑）決定   33．即も  27．7％   
45、  柑5  退園   マ′  ーー（躯   購連体）の作成  33．3％   30－．2％   
4．6  63  人t   呼吸管華   ′下の娯お   団  理   33．t％   23．7％   

47＼  ′198  他の介護サ∵－ビスの美       i可・不可の判断（リハビリ、血圧・体狙など）  32．5％   15．2％   

48  16′l  ム峻剤（′    児）の選択・使J  32．2％   38．5％   
49  89  柳控   ・－ン低J    ∧；相続吸・∧   いの噺j仙三の設）走・変更   3l．6％ 21．1％   

※「現在右腹職    艮が実施している」割合＝「現       琵看雄職員が実軌／（「現在看維職員が実施」＋r  現在春用職艮以外の職種のみが実施」）   

（研究域と同様の算出方法）  

4   




